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研究成果の概要（和文）：計算機のスピードは年々向上しているが、扱うデータはそれ以上のスピードで増大し
ている。本研究はよいテストデータの生成に関するものである。指定した条件を満たす平面構造を一様ランダム
に生成するアルゴリズムを設計する。また、それらをコンパクトに表現する新しい符号を設計した。これらによ
り、いくつかの平面構造を扱うシステムのテストデータを効率的に生成することができる。

研究成果の概要（英文）：We have designed some algorithm which uniformly generate some designated 
planer structures. Also we have designed some codes to represent such generated planer strutures.

研究分野： アルゴリズム
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１． 研究開始当初の背景 
 
計算機の速度は年々向上しているが、扱
うデータはそれ以上のスピードで増え
ている 
 
多くの効率的なアルゴリズムが様々な
分野で必要とされている。効率的とは、
計算の処理時間が短かったり、使用する
メモリが少しであることである。 
 
本研究では、大量のテストデータを効率
的に生成するアルゴリズム技術を新規
に開発する。特に、指定した条件を満た
す平面構造を高速に一様ランダムに生
成するアルゴリズムの開発を目指す。ま
たそのようなアルゴリズムの一般的な
設計技術を開発することを目指す。 

 
２． 研究の目的 

 
指定した条件を満たす様々な平面構造
を一様ランダムに生成する効率的なア
ルゴリズムを開発する。 
また、そのような一様ランダム生成アル
ゴリズムの汎用設計技術を新規に開発
する。 
 
さらに、生成した平面構造を効率的にコ
ンパクトに格納する符号やデータ構造
を開発する。 

 
３． 研究の方法 

 
本研究は、様々な離散アルゴリズム技術
を調査し、これらを参考し高速なアルゴ
リズム技術を新規に開発したり、既存の
アルゴリズムを改良するものである。 
 
本研究は、特に、指定した条件を満たす
平面構造を一様ランダムに生成したり、
列挙したりする高速なアルゴリズムを
新規に開発したり既存のアルゴリズム
を改良するものである。 
 
基本的に研究代表者の個人研究である。 
新規にアルゴリズムを設計したり、既存
のアルゴリズムを改良することを行う。
ただし、多くの関連するアルゴリズム研
究者とアイディアを交換しつつ、研究を
進める。 
 
対象の各構造が点に対応するような根
つき木の構造を定義し、これらの各点を
根とする部分木に対応する対象の構造
の個数を高速に見積もることを主なア
イディアとして一様ランダム生成アル
ゴリズムを設計することを予定してい
た。このような手法を用いた一様ランダ
ム生成アルゴリズムを設計することが

できた。 
 
計算機実験により、実際の性能も測り、
この結果をもとに、さらなる改良のポイ
ントを探ることを予定していたが、この
部分が今後の課題である。 
 
理論的考察により、改良の限界も見積も
った。 

 
４． 研究成果 

 
  指定した平面構造を一様ランダム生成

するいくつかのアルゴリズムを設計で
きた。これらを国際学術雑誌等で発表す
ることができた。 

 
  特に、フロアプランという、長方形をい

くつかの長方形に分割した平面構造や、 
  Ladder Lotteryというあみだくじに相当

する平面構造について、一様ランダムに
生成する高速なアルゴリズムを設計す
ることができた。これらの結果は、これ
まで知られている結果よりも、非常に高
速なアルゴリズムとなっている。 

 
  また、大量のデータを扱うとき、これら

のデータのよい概要（スケッチ）を求め
ることで、近似的に様々な問題を解くこ
とが期待できる。これらのスケッチを
r-gathering や dispersion としてモデ
ル化し、これらを高速に求めるアルゴリ
ズムもいくつか開発することができた。 

  データが一次元の数値であるときに限
るが、これらのスケッチを高速に求める
アルゴリズムを設計することができた。 

 
  上記の成果を、国際会議や国際学術雑誌

等で発表した。 
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